事業計画書①

自立活動設備充実事業等事業計画書
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　(作成上の留意事項)
  １．この様式は，学校等当たり設備細目事業ごとに別葉で作成すること。
　２．この様式は，自立活動設備充実事業，屋外自立活動設備充実事業，重複障害教育設　　備充実事業，視覚障害情報支援充実事業，教材複製設備充実事業，集団補聴設備充実　　事業，ＦＭ補聴設備等充実事業，特別支援学校設備充実事業（新設学校設備），幼稚　　部設備充実事業，寄宿舎設備充実事業，特別支援学校情報機器等設備充実事業及び特　　別支援学校学校安全設備充実事業に係る事業計画書様式とし，①には，上記事業区分　　を記入すること。
  ３．交付申請書に係る学校が特別支援学校の場合，②には，「（１）視覚，（２）聴覚，（３）知的障害，（４）肢体不自由，（５）病弱」のいずれか該当する障害種を記入すること。

  ４．特別支援学校設備充実事業（新設学校設備）の事業計画の場合には③に設置（予定）年月日を記入し「設置」又は「予定」のいずれかを○で囲むこと。なお，設置年月日と開校年月日が一致しない場合には，開校年月日もあわせて記入すること。
  ５．重複障害教育設備充実事業，集団補聴設備充実事業及び幼稚部設備充実事業（新設　　及び既設）の事業計画の場合には④に交付申請に係る学級の状況を部別に，学級別に　　下記例の要領により記入すること。なお，この事業以外の事業計画の場合には記入を　　要しないこと。
    （記入例）
      ①  重複障害教育設備充実事業
          交付申請に係る学級名称，学級設置年月日及び学級の重複障害の状況を記        　　入すること。
              （記入例）  ○年○組    （○○○○学級）
                                      〔    ○○年○月設置〕
                                      （視覚，知的障害）
      ②  集団補聴設備充実事業
          交付申請に係る学級名称を記入すること。
              （記入例）  ○年○組    （○○○○学級）
      ③  幼稚部設備充実事業
          交付申請に係る学級名称及び学級設置年月日を記入すること。
              （記入例）  ○才児学級  （○○○○学級）
                                      〔    ○○年○月設置〕
　６．交付申請年度内又は翌年度の４月３０日までに，新たに併設もしくは大幅な増設を　　行う高等部の整備を目的とする自立活動設備充実事業，視覚障害情報支援充実事業，　　教材複製設備充実事業，ＦＭ補聴設備等充実事業，特別支援学校設備充実事業（新設　　学校設備），のいずれかに係る事業計画の場合には，⑤に設置学部の規模（学科名，　　学級数，定員数，在籍者数）を記入（学部の大幅な増設にあっては，現在の学校規模　　も併記）すること。
 ７．数量を一式又は一組として購入する場合は，その内訳書（品目，数量及び金額を記入すること。（様式自由））を添付すること。
